G enkiLife

BMA: DUS2L ¥R & O0—FILinis
H 4 045 EHE=2: APRab10200

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

Al
Bt

D9 ¥R S 0—F Ik

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb. ¥UX

IEHIR

HKEIE

I9G

R)so—FI

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
Ly,

e

50% 7 t0—)L, 0.5% {REZ /&, 0.02% #2141 THEFI N 58 PBS iR,

TI4 =T 1R

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

55kDa

DUS2L

DUS2L; DUS2; tRNA-dihydrouridine(20) synthase [NAD(P)+]-like; Up-regulated in lung
cancer protein 8; URLC8; tRNA-dihydrouridine synthase 2-like; hDUS2
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	応用
	抗原情報
	背景
	ジヒドロウリジン合成酵素2（DUS2） Homo sapiens この遺伝子は、tRNAのDループにおけるウリジン残基のジヒドロウリジンへの変換を触媒する細胞質タンパク質をコードしています。結果として生じる修飾塩基は、tRNAの領域的柔軟性を高めます。コードされているタンパク質は、インターフェロン誘導性タンパク質キナーゼを阻害することで翻訳速度を上昇させる可能性があります。この遺伝子は肺癌の発生に関与していることが示唆されています。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年11月],補因子：FAD.,機能：ジヒドロウリジン合成酵素。ほとんどのtRNAのDループに見られる修飾塩基であるジヒドロウリジンの合成を触媒します。,類似性：dusファミリーに属します。 Dus2サブファミリー。, 類似性：1つのDRBM（二本鎖RNA結合）ドメインを含む。, 細胞内局在：主に小胞体。, サブユニット：EPRSと相互作用する。, 組織特異性：心臓、胎盤、骨格筋で弱い発現を示す。ほとんどの肺がん細胞で発現が上昇する（タンパク質レベル）。,
	研究分野
	-
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	DUS2L抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DUS2L抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

